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12月定例会

町
長
、
議
会
議
員
な
ど

給
与
・
報
酬
を
減
額

合
併
が
実
現
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
安
定
し
た

財
政
基
盤
の
確
立
が
で
き

ず
、
単
独
で
の
厳
し
い
財
政

運
営
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
経
常
収
支
比
率
が

88
・
６
％
で
財
政
の
硬
直
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
、
行
財

答
申
内
容

政
改
革
に
よ
り
総
人
件
費
の

削
減
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し

て
、
次
の
と
お
り
減
額
す
る

答
申
が
示
さ
れ
た
。

町
長

７
％
　

助
役

５
％

収
入
役

４
％
　

教
育
長

３
％

議
会
議
員

２
％

○議会議員
議会は、９月議会で、今後厳しくなる財政事情を考慮し、

いち早く人件費抑制に取り組み、定数を４名削減、さらに

２％減額する。

12
月
定
例
会
は
、
12
月
７
日
に
招
集
さ
れ
、
20
日

ま
で
の
14
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
よ
り
提
出
さ
れ
た
町
長
、
議
員
等
の
給
与
・

報
酬
を
引
き
下
げ
る
議
案
を
は
じ
め
、
９
月
定
例
会

で
継
続
審
査
と
し
て
い
た
各
会
計
の
決
算
な
ど
26
議

案
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。

町
長
は
平
成
17
年
10
月
13
日
、報
酬
審
議
会
に
対
し
、

「
特
別
職
等
の
給
与
・
報
酬
に
つ
い
て
、
住
民
の
理
解

と
納
得
が
え
ら
れ
る
金
額
に
な
る
よ
う
に
」
と
諮
問
を

行
い
ま
し
た
。

12
月
８
日
、
そ
の
答
申
を
受
け
、
本
定
例
会
に
給
与

等
の
条
例
改
正
案
４
件
を
提
案
し
ま
し
た
。

議
会
は
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
現
在
の
情
勢
の
中
で

は
や
む
な
し
と
判
断
し
、
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
全

員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

特別職・教育長の給与の改正 

職　名 

町　長 

助　役 

収入役 

教育長 

月額 

月額 

月額 

月額 

76.5万円 

65.4万円 

61.2万円 

58.6万円 

71.2万円 

62.2万円 

58.8万円 

56.9万円 

現　行 改正後 

議会議員の報酬の改正 

職　名 

議　長 

副議長 

委員長 

議　員 

月額 

月額 

月額 

月額 

33.1万円 

27.6万円 

26.8万円 

26.0万円 

32.5万円 

27.1万円 

26.3万円 

25.5万円 

現　行 改正後 

非常勤職員の給与の改正（一部抜粋） 

職　名 

教育委員 

選挙管理委員 

監査委員（学識経験者） 

農業委員 

消防団員 

社会教育指導員 

年額 

年額 

年額 

年額 

年額 

月額 

289,200円 

86,600円 

386,000円 

251,000円 

32,600円 

106,900円 

284,900円 

85,300円 

380,200円 

247,200円 

32,100円 

105,300円 

現　行 改正後 
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 会　計　名 歳　入 歳　出 

 国民健康保険事業 16億6,255万円 16億9,674万円 109.1％ 
 老人保健 24億7,050万円 24億7,438万円 98.8％ 
 かんがい揚排水施設維持管理運営費 3,725万円 3,724万円 101.4％ 
 住宅新築資金等 694万円 559万円 94.7％ 
 流域関連公共下水道事業 7億7,121万円 7億7,048万円 105.5％ 
 谷山池パイプライン水利施設維持管理運営費 763万円 763万円 92.8％ 
 収益的収支 3億9,781万円 3億7,361万円 94.9％ 
 資本的収支 1,450万円 1億1,250万円 67.3％ 
 収益的収支 27億7,426万円 27億7,680万円 106.4％ 
 資本的収支 8,591万円 1億8,195万円 91.0％ 
 収益的収支 2億7,837万円 2億6,960万円 101.7％ 
 資本的収支 364万円 348万円 63.5％ 

 一　般　会　計 75億0,771万円 74億1,106万円 97.0％ 

水道事業会計 

病院事業会計 

介護老人保健施設事業会計 

特
　

別
　

会
　

計 

会計別決算状況 
歳出の前年度 
との比較（％） 

八尋幸ノ浦の改良住宅

９
月
定
例
会
で
継
続
審
議
と
し
て
い
ま
し
た
各
会
計
の

決
算
を
審
議
の
結
果
、
一
般
会
計
お
よ
び
住
宅
新
築
資
金

等
特
別
会
計
は
、
賛
成
13
・
反
対
２
で
、
そ
の
他
の
会
計

は
全
員
賛
成
で
認
定
し
ま
し
た
。

平
成
16
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
は
、
八
尋
幸
ノ
浦
住

宅
地
区
改
良
事
業
、
特
定
地
域
開
発
就
労
事
業
に
よ
る
道

路
改
良
工
事
、
小
・
中
学
校
施
設
整
備
、
古
門
大
谷
自
然

公
園
整
備
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
収
入
面
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
、

地
方
交
付
税
が
８
８
８
０
万
円
、
町
税
が
４
２
５
５
万
円

増
収
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
国
・
県
支
出
金
は
１
億
３

９
９
４
万
円
減
収
に
な
り
ま
し
た
。

（町民１人当たり38万8,000円）

一般会計　74億1,106万円一般会計　74億1,106万円一般会計　74億1,106万円一般会計　74億1,106万円一般会計　74億1,106万円一般会計　74億1,106万円一般会計　74億1,106万円一般会計　74億1,106万円一般会計　74億1,106万円一般会計　74億1,106万円一般会計　74億1,106万円一般会計　74億1,106万円一般会計　74億1,106万円一般会計　74億1,106万円一般会計　74億1,106万円一般会計　74億1,106万円一般会計　74億1,106万円一般会計　74億1,106万円一般会計　74億1,106万円一般会計　74億1,106万円一般会計　74億1,106万円一般会計　74億1,106万円一般会計　74億1,106万円一般会計　74億1,106万円一般会計　74億1,106万円一般会計　74億1,106万円一般会計　74億1,106万円一般会計　74億1,106万円一般会計　74億1,106万円一般会計　74億1,106万円一般会計　74億1,106万円一般会計　74億1,106万円一般会計　74億1,106万円一般会計　74億1,106万円一般会計　74億1,106万円

平平成成 1166 年年度度
決決算算をを認認定定

一般会計　74億1,106万円
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年度

会　計
財源
（歳入）

町税 
15億9,808万円 
（21.29％） 

県支出金 
2億8,342万円 
（3.78％） 

国庫支出金 
7億3,505万円 
（9.79％） 

地方交付税 
24億4,799万円 
（32.61％） 

町債（町の借入金） 
10億3,040万円 
（13.73％） 

繰入金 
4億2,656万円（5.68％） 

使用料及び手数料 
1億7,198万円（2.29％） 

諸収入 
1億2,986万円（1.73％） 

分担金及び負担金 
9,471万円（1.26％） 

地方譲与税 
1億2,898万円（1.72％） 

地方消費税交付金 
1億7,504万円（2.33％） 

繰越金1億2,710万円（1.69％） 
財産収入192万円（0.03％） 
寄 附 金  10万円（0.00％） 

交通安全対策特別交付金 
　　　　404万円（0.05％） 
利子割交付金 
　　　1,300万円（0.17％） 
ゴルフ場利用税交付金 
　　　2,477万円（0.33％） 
自動車取得税交付金 
　　　5,564万円（0.74％） 
地方特例交付金 
　　　5,438万円（0.72％） 

自主財源 

依存財源 

歳入決算額 
75億0,771万円 
（100％） 

町が自主的に
集めることが
できるお金 

国や県から交
付されるお金 

県が町に対して支出する資金。 
 
○児童福祉費負担金 3,477万円 
○重度心身障害者医療費補助金 
 2,929万円 
○知的障害者負担金 3,402万円 
○国民健康保険基盤安定負担金 
 2,351万円 
○被用者・非被用者小学3年終了前特例 
　給付負担金 852万円 
○農林水産業費県補助金 2,920万円 
○土木費県補助金 2,586万円 
○総務費県委託金 2,508万円 

国の施策又は地方公共団体の財政上特
別の必要がある場合に、国から交付さ
れる資金。 
 
○知的障害者保護費負担金 6,537万円 
○住宅費補助金 2億6,538万円 
○特定地域開発就労事業 
 1億4,859万円 
○都市計画費補助金 4,000万円 
○国民健康保険基盤安定負担金 
 4,328万円 
○被用者・非被用者小学３年終了前特　
例給付負担金 1億1,988万円 

町が事業を行うため 
に国や県から借り入
れるお金。 
平成16年度は、10億
3,040万円で、年度末
残高は、73億8,930万
円となっています。町
民一人あたりにする
と38万8,000円の借
金になります。 

平成14年度 

平成15年度 

平成16年度 

0 10
億
 

20
億
 

30
億
 

25億2,025万円 税　目 

町　民　税 

固定資産税 

軽自動車税 

町たばこ税 

合　　　計 

6億0,325万円 

8億4,555万円 

　　3,232万円 

1億1,696万円 

15億9,808万円 

37.75％ 

52.91％ 

2.02％ 

7.32％ 

100％ 

収入額 割　合 

23億5,919万円 

24億4,799万円 
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平成16

一　般
使いみち
（歳出）

総務費 
9億3,697万円 
（12.64％） 

議会費 
1億0,874万円 
（1.47％） 

民生費 
18億1,018万円 
（24.43％） 

衛生費 
7億3,238万円 
（9.88％） 

労働費 
3億4,766万円 
（4.69％） 農林水産業費 

1億6,630万円 
（2.24％） 

商工費 
2,544万円 
（0.34％） 

土木費 
12億4,125万円 
（16.75％） 

消防費 
3億1,638万円 
（4.27％） 

教育費 
5億3,228万円 
（7.18％） 

借金の返済 
11億9,348万円 
（16.11％） 

歳出決算額 
74億1,106万円 
（100％） 

○交通安全施設整備工事 
　　　　　　459万円 

○参議院議員選挙 
　　　　　　873万円 

○固定資産鑑定評価業務 
　　　　　8,759万円 

○電算管理費 
7,497万円 

○戸籍住民基本台帳費 
3,505万円 

○町長交際費 
　　　　　　89万円 

○身体障害者支援事業 
　　 1億7,929万円 

○学童保育所建設 
　　　　 6,140万円 

○介護保険広域連合負担金 
　　　　2億1,657万円 
○重度心身障害者医療 
　対策事業 

6,992万円 

○南中体育館改修工事 
　　6,040万円 

○外国青年招致費用 
　　　　493万円 

○北中・南小耐震診断費用 
　336万円 

○情報通信技術講習推進経費 
236万円 

○南中校舎軒天補修 
　　　　186万円 

総合福祉センター建設等の借入金 
など 

○議員報酬 5,135万円 
○政務調査費 384万円 
○会議録速記料 129万円 
○議長交際費 24万円 

○老人保健事業 
　　　 　2,416万円 

○母子保健対策事業 
　　　 　　703万円 

○衛生センター管理費 
　　　 　5,556万円 

○じん芥負担金など 
　　 2億2,291万円 

○直鞍広域消防負担金 
2億7,990万円 

○防火水槽2ヶ所新設 
　888万円 

○特定地域開発就労事業 
　（八尋・長谷・室木線） 

　　　　　7,319万円 
　（白水～大谷線） 

　　　　　9,656万円 
　（長崎～藤郷線） 

　　　　　6,890万円 

○西川線、中山・中間線路線 
　バス運行負担金 

　　　　　　895万円 
○信用金庫預託金 

　　　　　　500万円 
○商工会補助金 

　　　　　　440万円 
○産業まつり補助金 

　　　　　　230万円 

○八尋幸ノ浦住宅改良事業 
　　　　　　4億3,839万円 

○大谷自然公園整備工事 
　　　　　　1億3,718万円 

○町営住宅補修工事 
　　　　　　　　4,385万円 

○道路橋梁費（野田地区外） 
　　　　　　1億0,652万円 

○道路新設改良費（下屋敷・裏川線外） 
　　　　　　　　9,183万円 

○水路補修工事（木月字道力外） 
　　　　　　　　5,441万円 

○ため池補修工事（松隈ため池外） 
　　　　　　   2,369万円 

○輸入急増農産物対応特別対策事業 
　　　　　　　　　　2,392万円 

○転作互助方式推進事業 
　　　　　　　　　　2,504万円 

○農業育成費交付金 
　　　　　　　　　　1,100万円 
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平
成
16
年
度
決
算
は
、

町
税
、
地
方
交
付
税
、
国

庫
支
出
金
、
町
債
の
延
び

と
繰
越
金
で
、
年
間
８
回

の
補
正
を
行
っ
て
い
ま

す
。
町
の
行
財
政
が
国
に

た
よ
る
部
分
が
多
い
た

め
、
年
の
途
中
に
お
け
る

変
動
は
や
む
を
得
な
い
と

思
わ
れ
る
が
、
最
小
限
度

に
と
ど
め
る
努
力
を
今
後

も
期
待
す
る
。

本
年
度
の
主
な
事
業
と

し
て
は
、
八
尋
幸
ノ
浦
住

宅
地
区
改
良
事
業
、
大
谷

自
然
公
園
整
備
事
業
、
特

定
地
域
開
発
就
労
事
業
、

学
童
保
育
所
建
設
事
業
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

自
主
財
源
の
主
た
る
町
税

の
徴
収
は
、
徴
収
努
力
に

よ
っ
て
、
一
応
の
成
果
は
認

め
ら
れ
る
が
、
依
然
と
し
て

滞
納
が
累
積
し
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

常
習
滞
納
者
が
多
く
、
他

の
納
税
者
と
の
税
負
担
の
公

平
の
原
則
か
ら
し
て
も
適
切

な
滞
納
処
分
の
措
置
を
講
じ

て
、
滞
納
を
減
ら
す
よ
う
職

員
の
さ
ら
な
る
努
力
を
望

む
。

国
保
税
の
単
年
度
収
支
は
、

１
４
１
２
万
円
の
赤
字
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
も
医
療

費
の
抑
制
に
創
意
工
夫
さ
れ
、

保
険
事
業
の
安
定
に
努
力
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

老
人
保
健
事
業
は
、
収
入

が
昨
年
に
比
べ
４
３
９
９
万

円
ほ
ど
減
少
し
て
い
る
。
今

後
高
齢
者
人
口
の
増
加
に
伴

い
、
医
療
費
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
の
で
、
病
気
の
早
期

発
見
等
に
よ
り
医
療
費
の
抑

制
は
も
と
よ
り
、
健
康
管
理

の
指
導
に
も
努
力
す
る
よ
う

期
待
す
る
。

住
宅
新
築
資
金
貸
付
金
は
、

同
和
地
区
に
お
い
て
、
環
境

の
整
備
改
善
を
図
る
目
的
で

住
宅
の
新
築
、
土
地
の
取
得

の
た
め
に
貸
し
付
け
る
も
の

で
あ
る
。

そ
の
貸
付
金
の
未
収
金
が

２
６
６
４
万
円
で
、
昨
年
よ

り
１
７
０
万
円
増
加
し
て
い

る
の
で
、
未
収
金
の
回
収
に

一
層
努
力
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
。

水
道
事
業
は
、
単
年
度
収

支
で
１
８
６
３
万
円
の
純
利

益
を
生
じ
て
い
る
。
水
道
は
、

町
民
の
日
常
生
活
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る

の
で
、
今
後
も
健
全
経
営
の

向
上
と
、
住
民
の
要
求
す
る

「
お
い
し
い
水
」、「
安
全
な
水
」

を
供
給
で
き
る
よ
う
さ
ら
な

る
努
力
を
期
待
す
る
。

病
院
事
業
は
、
単
年
度
収

支
で
３
７
４
９
万
円
の
純
利

益
が
生
じ
て
い
る
。
本
年
は
、

病
院
事
業
の
機
能
充
実
の
た

め
、
回
診
用
Ｘ
線
撮
影
装
置
、

外
科
用
Ｘ
線
テ
レ
ビ
装
置
や

コ
ン
メ
ド
シ
ス
テ
ム
一
式
な

ど
を
購
入
し
て
い
る
。

今
後
も
経
営
の
健
全
化
、

地
域
医
療
の
向
上
と
住
民
福

祉
の
増
進
に
一
層
努
力
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
。

介
護
老
人
保
健
施
設
事
業

の
施
設
運
営
事
業
収
益
は
、

２
億
４
１
４
０
万
円
で
、
２

０
３
万
円
の
増
収
と
な
っ
て

い
る
。

稼
動
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

入
所
者
数
延
べ
１
万
８
０
８

５
人
、
通
所
者
数
延
べ
４
４

６
０
人
で
、
い
ず
れ
も
昨
年

よ
り
増
加
し
て
い
る
。
今
後

も
経
費
の
節
減
を
図
り
な
が

ら
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
、
地
域
住
民
の
福
祉

の
向
上
に
な
お
一
層
の
努
力

を
期
待
す
る
。

一
般
会
計

そ
の
他
の
会
計

16
年
度
決
算
を
見
る

〜
監
査
意
見
か
ら

財政状況の推移 

項　目 

財政力指数 0.426

90.5％ 

0.440

88.9％ 

0.444

88.6％ 経常収支比率 

14年度 15年度 16年度 

財
政
力
指
数
は
、「
１
」に
近
く

あ
る
い
は「
１
」を
越
え
る
ほ
ど

財
政
に
余
裕
が
あ
る
こ
と
を
示

す
。 

 

経
常
収
支
比
率
は
、財
政
構
造

の
弾
力
性
を
測
定
す
る
数
値
。

85
％
を
越
え
る
と
危
険
ゾ
ー
ン
。 

納
税
で
町
づ
く
り

税目別滞納額の推移 

納入金未納額の推移 

町　税 
滞納額 

項　目 平成14年度 平成15年度 平成16年度 

項　目 平成14年度 平成15年度 平成16年度 

町　民　税 
固定資産税 
軽自動車税 
合　　　計 

6,954万円 
1億1,088万円 

490万円 
1億8,532万円 

6,770万円 
1億4,051万円 

494万円 
2億1,315万円 

 

6,379万円 
1億1,719万円 

525万円 
1億8,623万円 

町営住宅家賃 
保　育　料 
国　保　税 

住宅新築資金貸付金 

1,341万円 
292万円 

1億4,421万円 
906万円 

1,146万円 
259万円 

1億4,507万円 
2,495万円 

1,341万円 
343万円 

1億4,414万円 
2,664万円 
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2,2081万円

△4,274万円

△3,460万円

△565万円

9,738万円

△5,766万円

3,134万円

△1,237万円

200万円

《歳入》

基金繰入金追加

国庫支出金減額

町債減額

県支出金減額

《歳出》

病院事業繰出金追加

特定地域開発就労事業費減

介護老人保健施設事業会計繰出金追加

八尋幸ノ浦住宅地区改良事業費減額

町長選挙及び町議会議員補欠選挙費

補正の主なもの

一
　
般
　
会
　
計 

今年3月末に完成予定の大谷自然公園

本
補
正
予
算
は
、
平
成
18
年
４
月
に
施
行
さ
れ
る
町

長
選
挙
及
び
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
経
費
、
今
年
度

完
成
す
る
大
谷
自
然
公
園
の
管
理
棟
の
備
品
購
入
費
、

町
営
住
宅
の
雨
漏
り
等
の
修
繕
費
、
他
会
計
へ
の
繰
出

金
な
ど
の
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

そ
の
財
源
と
し
て
、
現
時
点
に
お
い
て
確
定
し
て
い
る

町
税
、
国
・
県
の
補
助
金
、
基
金
繰
入
金
、
地
方
債
を
充

て
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
３
９
１
２
万
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
73
億
１
４
６
２
万
円
と
し
ま
し
た
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

そ
の
他
の
会
計 

す
べ
て
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

○
　
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

○
　
水
道
事
業
会
計

○
　
病
院
事
業
会
計

○
　
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計

一般会計1億3,912万円を追加

平成17年度補正予算平成17年度補正予算平成17年度補正予算平成17年度補正予算平成17年度補正予算平成17年度補正予算平成17年度補正予算平成17年度補正予算平成17年度補正予算平成17年度補正予算平成17年度補正予算平成17年度補正予算平成17年度補正予算平成17年度補正予算平成17年度補正予算平成17年度補正予算平成17年度補正予算平成17年度補正予算平成17年度補正予算

町長選挙
議員補欠選挙の経費など

平成17年度補正予算
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質
疑
・
答
弁
か
ら

防
犯
灯
費
10
万
円
追
加

に
つ
い
て
、
学
校
生
徒
の
安

全
確
保
の
た
め
、
防
犯
灯
以

外
に
何
か
考
え
て
い
る
の

か
。

毎
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
町
と

A Ｑ

で
、
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

木
月
か
ら
上
木
月
の
間

に
綺
麗
な
歩
道
が
で
き
た

が
、
真
っ
暗
な
の
で
防
犯
灯

を
設
置
で
き
な
い
か
。

少
し
遅
れ
ま
し
た
が
、

本
年
度
そ
の
部
分
の
設
置
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

防
犯
費
で
光
熱
水
費
が

Ｑ A Ｑ

54
万
円
追
加
さ
れ
て
い
る

が
、
防
犯
灯
の
年
間
の
電
気

代
は
い
く
ら
ぐ
ら
い
か
か
っ

て
い
る
の
か
。

平
成
16
年
度
末
で
６
６

３
基
設
置
し
て
お
り
、
電
気

代
は
平
成
16
年
度
が
２
３
０

万
９
０
０
０
円
、
本
年
度
は
、

２
３
１
万
３
０
０
０
円
見
込

ん
で
い
ま
す
。

住
宅
地
区
改
良
事
業
費

で
工
事
費
が
１
８
３
５
万
円

追
加
さ
れ
、
逆
に
補
償
費
が

３
１
０
０
万
円
減
額
さ
れ
て

い
る
が
そ
の
内
容
は
。

工
事
費
は
、
八
尋
幸
ノ

浦
改
良
住
宅
の
造
成
工
事
の

見
込
み
が
低
か
っ
た
た
め
で

す
。
補
償
費
に
つ
い
て
は
、

周
辺
家
屋
の
調
査
が
工
事
完

成
の
３
月
末
以
降
と
な
る
た

め
、
予
算
を
来
年
度
に
組
替

え
ま
す
。

住
宅
管
理
費
の
修
繕
料

６
４
９
万
円
追
加
の
理
由

は
。

町
営
住
宅
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
剥
離
、
テ
レ
ビ
ア

ン
テ
ナ
架
台
の
腐
食
、
雨
漏

A Ｑ A Ｑ A

り
等
の
修
繕
費
で
す
。

都
市
公
園
費
の
工
事
費

２
７
８
万
円
追
加
の
理
由

と
、
備
品
購
入
費
が
新
た
に

３
１
８
万
円
計
上
さ
れ
て
い

る
が
。工

事
費
は
、
大
谷
自
然

公
園
の
倉
庫
の
建
設
と
周
辺

の
草
刈
り
費
用
で
す
。
備
品

購
入
費
に
つ
い
て
は
、
机
、

椅
子
等
の
事
務
用
品
等
の
購

入
費
用
で
す
。

大
谷
自
然
公
園
の
入
り

口
に
看
板
は
設
置
し
な
い
の

か
。
ま
た
、
１
年
間
の
管
理

費
は
。看

板
は
、
本
年
度
中
に

設
置
し
ま
す
。

管
理
費
に
つ
い
て
は
、
関

係
課
と
協
議
中
で
す
。

教
育
費
で
光
熱
水
費

と
、
修
繕
料
が
追
加
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

光
熱
水
費
は
、
当
初
の

予
算
の
編
成
で
全
額
上
げ
る

の
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、

補
正
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

修
繕
料
に
つ
い
て
は
、
小
学

A Ｑ A Ｑ A Ｑ

校
は
消
防
設
備
で
、
中
学
校

は
電
気
工
事
ブ
レ
ー
カ
ー
の

取
り
替
え
費
用
で
す
。

町
民
体
育
祭
は
い
ろ
ん

な
支
障
が
出
て
い
る
の
で
や

め
て
欲
し
い
と
言
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
後
区
長
会
で
話

し
合
い
が
さ
れ
て
い
る
と
思

う
が
、
そ
の
結
果
は
。

区
長
会
か
ら
選
出
さ
れ

た
体
育
祭
の
実
行
委
員
会
11

名
の
委
員
に
よ
っ
て
、
来
年

度
も
実
施
す
る
方
向
で
協
議

A Ｑ

が
さ
れ
ま
し
た
。

町
民
が
体
育
祭
を
本
当

に
必
要
と
し
て
い
る
の
か
ど

う
か
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ

て
い
た
だ
き
た
い
が
。

広
く
町
民
の
皆
さ
ん

が
、
体
育
祭
と
い
う
名
の
下

に
お
集
ま
り
い
た
だ
い
て
の

イ
ベ
ン
ト
は
大
な
る
も
の
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
体
育

祭
の
実
行
委
員
会
も
広
く
町

民
の
皆
さ
ん
の
意
を
受
け
て

来
年
度
も
実
施
す
る
方
向
で

行
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

A Ｑ

防犯灯が設置された木月・上木月の道路

昨年行われた第42回町民体育祭

平
成
17
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
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次
世
代
育
成
支
援
対
策

交
付
金
が
２
３
７
万
７
０
０

０
円
入
っ
て
い
ま
す
が
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ

る
の
か
。

集
い
の
広
場
、
延
長
保

育
、
保
育
所
地
域
活
動
、
食

育
の
促
進
、
思
春
期
保
健
対

策
の
促
進
な
ど
で
す
。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
、
目
標
に
対
し
て
ど
の
程

度
の
歳
入
と
な
っ
て
い
る
の

か
。

例
年
４
月
か

ら
12
月
く
ら
い
ま

で
は
ほ
と
ん
ど
変

わ
っ
て
い
な
い
の

で
す
が
、
１
月
以

降
に
お
い
て
急
に

月
単
位
で
40
〜
50

万
増
え
て
い
ま

す
。
最
終
的
に
は

当
初
予
算
に
も
あ

げ
て
い
る
よ
う
に

２
１
０
０
万
円
程

度
の
歳
入
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
を
運
営
し

て
数
年
に
な
り
ま

Ｑ A Ｑ A Ｑ

す
が
、
採
算
は
と
れ
て
い
る

の
か
。社

会
福
祉
協
議
会
に
出

す
施
設
費
と
し
て
６
３
２
４

万
９
０
０
０
円
計
上
し
て
い

ま
す
。
収
入
が
２
１
０
０
万

程
度
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、

そ
の
差
額
４
２
０
０
万
円
程

が
町
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

教
育
費
の
損
害
賠
償
金

２
４
万
６
０
０
０
円
に
つ
い

て
は
、
新
た
に
作
ら
れ
る
管

理
規
程
に
裁
判
の
結
果
が
反

映
さ
れ
る
の
か
。

Ｑ A

こ
れ
ま
で
は
学
校
の
体

育
館
や
運
動
場
に
関
す
る
も

の
が
主
で
し
た
。
と
こ
ろ
が

学
校
の
設
備
に
つ
い
て
は
別

に
規
定
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
、
今
後
他
市
町
村
の

管
理
規
定
等
を
参
考
に
し
な

が
ら
作
成
し
ま
す
。
裁
判
の

結
果
に
つ
い
て
は
、
学
校
教

育
に
支
障
の
な
い
限
り
に
お

い
て
使
用
を
許
可
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

教
育
長
が
閉
鎖
的
な
答

え
を
出
し
た
か
ら
こ
う
い
っ

た
問
題
が
起
き
、
訴
訟
に
負

け
て
多
額
の
税
金
を
使
う
こ

と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

私
の
み
が
判
断
し
た
の

で
は
な
く
、
教
育
委
員
会
で

協
議
を
し
て
い
ま
す
。

学
校
長
が
貸
さ
な
い
と

言
っ
た
と
し
て
も
、
教
育
長

は
貸
す
よ
う
に
指
導
す
べ
き

で
は
な
か
っ
た
の
か
。

学
校
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
特
質
が
あ
る
の
で
、
校

長
が
状
況
判
断
し
て
貸
す
貸

さ
な
い
を
決
め
る
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。

組
合
勧
誘
の
オ
ル
グ
活

Ｑ A Ｑ A Ｑ A

動
に
つ
い
て
は
一
切
貸
さ
な

い
と
い
う
指
示
を
し
た
と
い

う
こ
と
が
裁
判
で
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
辺

教
育
長
は
ど
の
よ
う
に
責
任

を
感
じ
て
い
る
の
か
。

各
学
校
に
貸
す
な
と
指

示
し
た
覚
え
は
あ
り
ま
せ

ん
。

こ
の
改
正
に
よ
っ
て
予

算
は
ど
の
く
ら
い
減
額
に
な

る
の
か
。

４
役
の
人
件
費
が
２
０

７
万
２
０
０
０
円
、
議
会
議

員
は
計
で
１
２
５
万
１
０
０

０
円
、
こ
れ
以
外
に
非
常
勤

の
特
別
職
が
44
万
４
０
０
０

円
、
総
額
で
３
７
６
万
７
０

０
０
円
の
減
額
に
な
り
ま

す
。

町
長
は
、
12
月
８
日
に

報
酬
審
議
会
か
ら
の
答
申
を

受
け
、
本
日
提
案
し
て
い
る

が
、
審
議
会
に
諮
問
す
る
際
、

ど
う
い
っ
た
方
向
で
や
っ
て

欲
し
い
と
い
う
こ
と
を
言
わ

Ｑ A Ｑ A

れ
た
の
か
。

今
回
の
特
別
職
等
に
関

す
る
審
議
会
の
答
申
に
つ
い

て
は
諮
問
書
を
も
っ
て
答
申

し
ま
し
た
。
従
来
と
変
わ
ら

ず
審
議
会
の
主
体
性
を
も
っ

て
お
願
い
し
ま
す
と
。
そ
れ

以
上
の
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。

町
長
の
減
額
率
、
額
共

に
こ
れ
で
良
い
と
判
断
さ
れ

て
い
る
の
か
。
今
回
減
額
改

定
を
そ
れ
ぞ
れ
さ
れ
て
い
ま

す
が
補
正
は
い
つ
組
ま
れ
る

の
か
。率

は
答
申
で
示
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て

A Ｑ A

私
は
答
申
を
尊
重
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
す
。
補
正
予

算
に
つ
い
て
は
３
月
に
人
件

費
を
扱
い
ま
す
の
で
、
そ
れ

に
含
め
て
減
額
し
ま
す
。

水
道
加
入
金
の
補
正
で

５
１
６
万
６
０
０
０
円
出
て

い
る
が
内
容
は
。

八
尋
の
県
営
住
宅
の
建

て
替
え
に
伴
い
、
現
在
は
13

ミ
リ
の
契
約
で
す
が
建
設
中

の
36
戸
に
つ
い
て
は
20
ミ
リ

の
契
約
と
な
り
ま
す
の
で
、

そ
の
差
額
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

A Ｑ

保育所地域活動

建設中の八尋県営住宅

特
別
職
・
議
会
議
員
・
非

常
勤
の
特
別
職
の
給
与
・

報
酬
等
に
関
す
る
条
例

平
成
17
年
度
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
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議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書

３
件
を
全
会
一
致
で
可
決

し
、
関
係
機
関
宛
送
付
し
ま

し
た
。

（
要
旨
）

中
越
大
地
震
や
福
岡
西
方

沖
地
震
な
ど
の
震
災
が
相
次

ぎ
国
民
の
間
に
地
震
災
害
へ

の
危
機
感
が
ひ
ろ
が
っ
て
い

ま
す
。
防
災
対
策
は
本
来
、

国
、
自
治
体
が
責
任
を
も
っ

て
行
う
べ
き
こ
と
で
す
。

文
部
科
学
省
の
調

べ
で
は
地
域
住
民
の

避
難
所
と
さ
れ
て
い

る
学
校
の
耐
震
化
率

は
51
・
８
％
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。
地

震
に
よ
る
被
害
者
の

多
く
は
建
物
の
崩
壊

が
原
因
で
あ
る
こ
と

を
鑑
み
、
学
校
・
保

育
所
・
病
院
な
ど
の

公
共
施
設
の
耐
震
化
及
び
個

人
住
宅
の
耐
震
に
対
す
る
予

算
の
大
幅
な
拡
充
が
急
が
れ

て
い
ま
す
。

国
の
責
任
で
耐
震
の
強
化

と
防
災
を
強
め
る
た
め
に
、

次
の
項
目
を
強
く
求
め
ま

す
。

記

１
　
個
人
住
宅
の
耐
震
診

断
・
改
修
の
補
助
制
度
を

拡
充
す
る
こ
と
。

２
　
学
校
・
保
育
所
・
病
院

な
ど
の
公
的
施
設
の
耐
震

診
断
と
改
修
予
算
を
拡
充

す
る
こ
と
。

提
出
者

宇
田
川
亮

送
付
先

内
閣
総
理
大
臣小

泉
純
一
郎

文
部
科
学
大
臣
小
坂
憲
次

ほ
か

意
見
書 

陳
　
情 

地震で屋根が崩れ落ちた民家

新築移転した九州厚生年金病院

（
要
旨
）

長
引
く
不
況
の
中
、
生
活

に
困
窮
す
る
世
帯
が
急
増

し
、
２
０
０
４
年
10
月
に
は

生
活
保
護
受
給
者
は
過
去
最

高
の
１
０
０
万
世
帯
を
突
破

し
た
。

厚
生
労
働
省
は
、
生
活
保

護
費
等
の
国
の
負
担
率
を
４

分
の
３
か
ら
２
分
の
１
に
引

き
下
げ
る
と
い
う
方
針
を
打

ち
出
し
、
ま
た
、「
地
域
事

情
を
的
確
に
反
映
す
る
為

に
、
都
道
府
県
や
保
護
の
実

施
自
治
体
へ
の
基
準
設
定
権

限
の
委
譲
が
必
要
」
と
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
地
方
へ
の

負
担
転
嫁
に
過
ぎ
な
い
。
政

府
に
対
し
、
現
行
の
生
活
保

護
費
国
庫
負
担
金
の
負
担
率

の
引
き
下
げ
を
実
施
し
な
い

よ
う
強
く
求
め
る
。

提
出
者

宇
田
川
亮

送
付
先

内
閣
総
理
大
臣小

泉
純
一
郎

財
務
大
臣

谷
垣
禎
一

ほ
か

（
要
旨
）

国
は
、
各
種
控
除
の
縮

小
・
廃
止
に
言
及
す
る
前

に
、
ま
ず
着
実
な
景
気
回
復

に
よ
り
税
収
の
自
然
増
を
は

か
る
と
と
も
に
、
歳
出
削
減

を
は
じ
め
国
民
が
納
得
で
き

る
歳
出
構
造
改
革
を
行
う
べ

き
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
所

得
捕
捉
格
差
の
是
正
を
は
じ

め
と
す
る
不
公
平
税
制
の
是

正
を
早
期
に
実
施
す
べ
き
で

あ
る
。
ま
た
、
所
得
税
か
ら

個
人
住
民
税
へ
の
税
源
移
譲

に
あ
た
っ
て
は
、
国
民
の
税

負
担
が
税
源
移
譲
の
前
後
で

変
化
し
な
い
よ
う
、
十
分
な

配
慮
措
置
を
講
じ
る
べ
き
で

あ
る
。

提
出
者

吉
田
　
悟

送
付
先

内
閣
総
理
大
臣小

泉
純
一
郎

総
務
大
臣

竹
中
平
蔵

ほ
か

９
月
定
例
会
で
継
続
審
議

と
し
て
い
た
本
陳
情
を
審
議

の
結
果
、
全
員
賛
成
で
採
択

と
し
、
意
見
書
を
関
係
機
関

宛
送
付
し
ま
し
た
。

（
要
旨
）

九
州
厚
生
年
金
病
院
は
、

優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
と
最
新
の

充
実
し
た
設
備
を
持
ち
、
永

年
に
わ
た
り
地
域
医
療
の
発

展
向
上
に
寄
与
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
救
急
病
院
と
し

て
24
時
間
体
制

で
、
全
科
で
救

急
患
者
を
受
け

入
れ
、
私
た
ち

が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
医
療
体

制
を
支
え
て
い

ま
す
。

特
に
公
的
病

院
の
使
命
と
し

て
、
収
益
性
の

低
く
過
酷
な
労
働
が
強
い
ら

れ
る
救
急
・
小
児
・
産
科
を

最
重
要
な
診
療
科
と
し
て
重

視
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
増
員
等

一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
当
町
の
町
立
病
院

で
の
眼
科
、
循
環
器
等
の
医

師
の
派
遣
及
び
重
症
患
者
の

転
院
の
受
け
入
れ
等
、
中
核

病
院
と
し
欠
く
こ
と
の
出
来

な
い
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

私
ど
も
は
、
九
州
厚
生
年

金
病
院
が
公
的
病
院
と
し
て

存
続
し
て
い
く
こ
と
を
強
く

望
ん
で
い
る
の
で
、
九
州
厚

生
年
金
病
院
の
売
却
・
民
営

化
に
反
対
し
、
存
続
・
充
実

を
求
め
る
。

陳
情
者

鞍
手
町
区
長
会

会
　
長
　
亀
井
　
滋

生
活
保
護
費
国
庫
負
担
金

の
負
担
率
引
き
下
げ
に
反

対
す
る

個
人
所
得
課
税
に
お
け
る
各

種
控
除
の
安
易
な
縮
小
を
行

わ
な
い
こ
と
を
求
め
る

九
州
厚
生
年
金
病
院
の
売

却
・
民
営
化
に
反
対
し
、

存
続
・
充
実
を
求
め
る

個
人
住
宅
の
耐
震
化
に
対

す
る
補
助
制
度
の
拡
充
と

避
難
所
の
強
化
を
求
め
る
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問題となっているアスベスト

クリソタイル（白石綿） クロシドライト（青石綿） アモサイト（茶石綿）

７人の議員が一般質問 

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
「
今
後
の
対

応
は
」総

務
課
長
│
分
析
調
査
の
結
果
を
待
っ
て

西
川
小
学
校
の
体

育
館
は
古
く
、
舞
台
の
壁
が

は
が
れ
、
雨
漏
り
等
で
壁
が

落
ち
「
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
用

さ
れ
て
い
る
の
で
は
、
何
と

か
し
な
く
て
は
」
と
言
っ
て

６
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
体
育
館
は
そ
の
ま
ま

使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
今
年
８
月
使
用
禁
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
大
事
な
こ

と
は
、
こ
の
飛
散
状
況
に
つ

い
て
、
保
護
者
に
ど
の
よ
う

に
説
明
さ
れ
、
今
後
ど
の
よ

う
に
対
応
さ
れ
る
の
か
。

質
問

８
月
28
日
の
親

子
共
同
作
業
の
際
、
校
長
が

本
校
体
育
館
の
天
井
と
壁
に

ア
ス
ベ
ス
ト
と
疑
わ
し
き
吹

付
け
が
さ
れ
て
い
る
の
で
、

調
査
結
果
が
出
る
ま
で
児
童

の
安
全
を
優
先
し
て
、
使
用

を
禁
止
す
る
こ
と
を
説
明
し

ま
し
た
。

ま
た
、
９
月
１
日
に
は
、

文
書
を
も
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
保
護
者
に
こ
の
こ
と
を
通

知
し
て
い
ま
す
。

来
年
１
月
末
の
調
査
結
果

が
わ
か
り
次
第
対
応
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

私
が
危
機
感
を
覚

え
る
の
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が

飛
散
し
て
い
る
と
考
え
る
か

ら
で
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
潜
伏
期

間
が
30
〜
40
年
と
長
い
の

で
、
こ
の
十
数
年
を
さ
か
の

ぼ
り
、
子
ど
も
の
名
前
・
住

質
問

教
育
長

所
・
親
・
先
生
も
含
め
、
ア

ス
ベ
ス
ト
が
事
実
西
川
小
学

校
に
あ
っ
た
経
過
を
長
期
間

保
存
し
て
い
く
体
制
を
と
っ

て
頂
き
た
い
が
。

卒
業
生
、
先
生

た
ち
が
ア
ス
ベ
ス
ト
の
被
害

を
受
け
て
い
な
い
か
、
そ
の

健
康
に
つ
い
て
ど
う
す
る
の

か
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
調
査
結

果
が
わ
か
り
次
第
、
対
応
を

考
え
て
い
き
ま
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
に

は
、
白
、
青
、
茶
が
あ
り
ま

す
。
昭
和
60
年
に
青
が
、
平

成
５
年
に
茶
が
使
用
禁
止
と

な
り
、
白
は
ク
リ
ソ
タ
イ
ル

と
言
っ
て
、
昨
年
10
月
ま
で

使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

当
町
で
使
用
さ
れ
て
い
る

ア
ス
ベ
ス
ト
の
色
は
何
色
で

す
か
。

ア
ス
ベ
ス

ト
は
、
鉱
石
の
色
で
６
種
類

あ
り
、
わ
が
国
で
は
３
色
が

使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
髪

総
務
課
長

質
問

教
育
長

の
毛
の
５
千
分
の
１
の
小
さ

な
繊
維
状
で
、
見
た
目
で
は

な
か
な
か
判
断
で
き
ま
せ

ん
。
現
在
行
っ
て
い
る
調
査

の
結
果
を
待
た
な
い
と
判
断

で
き
ま
せ
ん
。

松
本
　
典
子
議
員

当
町
で
使
用
さ
れ
て

い
る
ア
ス
ベ
ス
ト
の

色
は
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食
育
の
推
進
と
学
校
給
食
の
果

た
す
役
割
は

教
育
長
―
給
食
活
動
で
豊
か
な
心
を
育
成

肺炎球菌ワクチン接種の公
的助成を

町長―避けて通れない問題と思うが、
もう少し時間がほしい。

今
年
７
月
に
制
定

さ
れ
た
食
育
基
本
法
に
よ

り
、
国
は
食
育
を
推
進
す
る

た
め
、
地
産
地
消
を
促
進
し
、

自
校
方
式
に
よ
る
学
校
給
食

の
教
育
的
効
果
に
つ
い
て
調

査
研
究
し
よ
う
と
し
て
い
る

が
、
町
は
学
校
給
食
が
果
た

す
役
割
を
ど
の
よ
う
に
お
考

え
か
。

ま
た
先
日
答
申
さ
れ
た
行

財
政
改
革
集
中
改
革
プ
ラ
ン

案
に
学
校
給
食
は
19
年
度
か

ら
業
者
施
設
を
使
用
し
た
民

間
委
託
を
行
う
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
が
、
民
間
委
託
は
食

質
問

育
を
推
進
す
る
上
で
デ
メ

リ
ッ
ト
に
な
る
の
で
は
。

児
童
生
徒
が
学

校
給
食
で
食
に
関
す
る
知
識

や
食
を
選
択
す
る
力
を
身
に

つ
け
、
健
康
で
生
き
生
き
と

し
た
生
活
を
送
る
こ
と
を
目

指
す
と
と
も
に
、
給
食
活
動

を
通
し
て
豊
か
な
心
を
育
成

し
、
社
会
性
を
涵
養
す
る
こ

と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
産
地
消
は
生
産

者
と
の
協
議
が

必
要
だ
が
、
一

年
間
安
定
し
て

品
物
を
供
給
で

き
る
体
制
や
価

格
に
大
き
な
格

差
が
あ
る
と
す

れ
ば
難
し
い
問

題
が
あ
る
。
給

食
セ
ン
タ
ー
は

改
築
の
時
期
が

町
長

教
育
長

近
く
来
る
が
、
保
護
者
の
意

見
も
聞
い
て
取
り
組
む
こ
と

も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

児
童
生
徒
が
年
々

減
少
し
て
い
る
中
で
、
耐
震

化
や
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
な
ど

校
舎
や
体
育
館
の
早
急
な
改

修
、
改
築
や
建
て
替
え
な
ど

が
必
要
だ
が
、
今
後
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ま
れ
る
の
か
。

大
規
模
改
築
も
一

つ
の
手
法
だ
が
、
か
な
り
の

事
業
費
が
伴
う
の
で
、
財
政

状
況
が
好
転
し
な
い
限
り
難

し
く
、
補
助
金
の
あ
る
耐
震

に
よ
っ
て
の
増
改
築
を
や
る

べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
長

質
問

肺
炎
に
よ
る
死
亡

が
増
加
し
て
お
り
、
特
に
高

齢
者
の
肺
炎
が
急
増
し
て
い

る
。
ま
た
、
肺
炎
の
半
数
近

く
が
、
肺
炎
球
菌
が
原
因
と

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
予
防

接
種
の
負
担
が
重
い
。
肺
炎

の
予
防
に
よ
っ
て
医
療
費
の

節
減
に
つ
な
が
る
。
公
費
助

質
問

成
を
。

肺
炎
球

菌
の
予
防
接
種
に
公
的
助
成

を
し
て
い
る
の
は
、
現
在
15

市
町
村
で
す
。
そ
れ
も
東
北

な
ど
雪
深
い
地
域
が
中
心
で

あ
り
、
九
州
で
は
ま
だ
あ
り

ま
せ
ん
。

今
後
、
県
下
各
市
町
村
の

動
向
を
見
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。九

州
で
は
長
崎
県

が
や
っ
て
い
る
。
実
施
し
た

と
こ
ろ
で
は
医
療
費
が
削
減

で
き
た
と
い
う
報
告
が
あ
る

の
で
ぜ
ひ
実
施
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

年
々
肺
炎
球
菌
に

よ
る
肺
炎
が
増
加
し
て
い
る

町
長

質
問

健
康
増
進
課
長

の
は
承
知
し
て
い
ま
す
。
こ

の
問
題
は
避
け
て
通
れ
な
い

問
題
だ
と
思
い
ま
す
が
、
も

う
少
し
時
間
を
貸
し
て
い
た

だ
き
た
い
。身

体
障
害
者
の
福

祉
移
送
サ
ー
ビ
ス
は
、
土
日

は
休
み
で
利
用
が
で
き
な

い
。
制
度
が
あ
る
以
上
、
利

用
し
や
す
い
よ
う
に
改
め
る

べ
き
と
思
う
が
。

今
後
、
希
望
に

沿
っ
た
形
で
、
実
施
者
で
あ

る
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と

協
議
を
重
ね
な
が
ら
や
っ
て

い
き
ま
す
。

町
長

質
問

岡

邦
博
議
員

花
田
す
ま
こ
議
員

老
朽
化
し
た
学
校
施

設
の
改
修
は

福
祉
移
送
サ
ー
ビ
ス

の
土
日
の
利
用
を

給食センター

鞍寿の里の移送車

か
ん
よ
う
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町
民
と
の
一
体
感
を
高
め
る

出
前
講
座
の
実
施
を

町
長
―
ル
ー
ル
化
を
検
討
し
て
み
た
い

町
政
を
進
め
る
上

で
、
大
事
な
こ
と
は
町
民
と

の
一
体
感
で
す
。
町
が
直
面

し
て
い
る
財
政
難
を
乗
り
越

え
る
た
め
に
も
、
住
民
と
の

対
話
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
の

た
め
の
手
段
と
し
て
、
出
前

講
座
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

要
請
が
あ
れ
ば
、

積
極
的
に
出
向
い
て
説
明
を

す
る
考
え
は
あ
る
。

出
前
講
座
を
実
施

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
住
民

と
の
相
互
理
解
が
深
ま
る
こ

質
問

町
長

質
問

と
に
加
え
て
、
職
員
に
と
っ

て
も
大
変
勉
強
に
な
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
ぜ
ひ
制
度
と

し
て
、
確
立
し
て
は
。

町
づ
く
り
や
将
来

の
基
本
計
画
を
立
て
る
に
し

て
も
、
住
民
と
の
対
話
が
必

要
だ
と
思
う
。
ル
ー
ル
化
を

検
討
し
て
み
た
い
。

町
長

剣
南
小
学
校
で
、

福
教
組
の
オ
ル
グ
活
動
に
学

校
を
貸
さ
な
い
と
し
た
決
定

に
対
す
る
、
損
害
賠
償
請
求

事
件
が
敗
訴
と
な
っ
た
が
、

裁
判
に
要
し
た
費
用
は
。

訴
訟
費
用
、
弁

護
士
費
用
、
そ
れ
に
損
害
賠

償
金
を
含
め
て
、
１
５
５
万

円
余
り
で
す
。

旅
費
や
人
件
費
を

加
え
る
と
膨
大
な
予
算
を

使
っ
て
い
る
。
こ
の
種
の
事

案
は
昭
和
54
年
に
、
最
高
裁

判
例
が
あ
っ
た
が
、
案
の
定

敗
訴
と
な
っ
た
。

学
校
管
理
上
の
問
題
は
あ

ろ
う
が
、
組
合
の
活
動
も
保

障
す
る
と
い
う
こ
と
も
大
事

な
こ
と
だ
。
教
育
長
は
責
任

を
と
っ
て
や
め
る
と
い
う
こ

と
は
考
え
な
い
の
か
。

責
任
は
感
ず
る

が
、
こ
れ
ら
の
決
定
は
す
べ

て
、
教
育
委
員
会
に
諮
っ
て

決
め
た
こ
と
で
す
。
教
育
委

員
会
で
、
責
任
を
取
り
な
さ

い
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
そ

う
し
ま
す
。

教
育
長

質
問

教
育
長

質
問

第3日曜日も町内体育施設
の利用を

教育長―前向きに検討

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
町
内
外
の
利
用
状
況
は
。

平
成
16

年
度
は
、
町
内
６
３
６
０
名
、

町
外
１
万
４
８
３
８
名
、
合

計
で
２
万
１
１
９
８
名
と

な
っ
て
お
り
、
約
70
％
が
町

外
の
利
用
者
で
す
。

社
会
教
育
課
長

質
問

町
外
の
利
用
者
が

増
え
て
い
ま
す
が
、
町
内
施

設
で
す
か
ら
、
町
民
の
利
用

が
優
先
さ
れ
る
よ
う
に
検
討

を
。

町
内
町

外
と
も
使
用
料
は
無
料
で
、

照
明
料
金
の
み
徴
収
し
て
い

ま
す
。

今
後
、
行
財
政
改
革
施
設

専
門
部
会
の
中
で
使
用
料
金

の
徴
収
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

や
青
少
年
育
成
な
ど
の
た
め

に
も
、
第
３
日
曜
日
も
体
育

施
設
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
べ
き
で
は
。

質
問

社
会
教
育
課
長

質
問

第
３
日
曜
日
の

使
用
に
つ
い
て
、
前
向
き
な

姿
勢
で
し
っ
か
り
検
討
し
て

い
き
ま
す
。テ

ニ
ス
場
の
練
習

コ
ー
ト
は
、
当
初
１
千
万
円

以
上
か
け
て
土
の
テ
ニ
ス
場

と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た

が
、
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
フ
ッ
ト
サ
ル
場

な
ど
、
他
の
利
用
方
法
を
考

え
て
は
。

体
育
指

導
員
、
社
会
教
育
委
員
な
ど

の
付
属
機
関
の
意
見
も
聞
い

て
考
え
て
い
き
ま
す
。

社
会
教
育
課
長

質
問

教
育
長

宇
田
川
　
亮
議
員

香
原
　
　
暹
議
員

ほとんど利用されていないテニス練習場

町民との対話の場を設ける

福
教
組
損
害
賠
償
請
求

事
件
敗
訴
の
責
任
は
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大
谷
自
然
公
園
の
進
捗
状
況
は

建
設
課
長
―
本
年
３
月
末
完
成
予
定
で
す

現
状
は
ど
こ
ま
で

完
成
し
て
い
る
の
か
。
ま
た

バ
ン
ガ
ロ
ー
に
ト
イ
レ
が
な

く
、
管
理
棟
ま
で
は
約
20

メ
ー
ト
ル
あ
る
の
で
、
野
外

の
ト
イ
レ
を
設
置
し
て
は
ど

う
か
。

本
年
度
は
研

修
棟
、
野
外
の
炊
飯
場
、
遊

歩
道
の
舗
装
と
外
溝
工
事
を

予
定
し
て
お
り
、
18
年
３
月

に
完
成
の
予
定
で
す
。
野
外

の
ト
イ
レ
は
体
験
研
修
施
設

の
横
に
作
る
予
定
で
す
。

建
設
課
長

質
問

６
月
議
会
で
質
問

し
た
際
に
は
所
管
課
は
ま
だ

決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

公
園
全
体
の

維
持
管
理
を
建
設
課
が
、
青

少
年
育
成
、
生
涯
学
習
の
場

と
な
る
研
修
棟
等
の
施
設
管

理
運
営
は
社
会
教
育
課
が
所

管
す
る
よ
う
協
議
を
し
て
い

ま
す
。

利
用
目
的
に
沿
っ

た
対
象
者
は
。
ま
た
、
１
年

間
続
け
て
自
然
公
園
を
開
設

す
る
の
か
。

対
象
は
地
域

住
民
、
町
内
企
業
の
勤
労
者

と
そ
の
家
族
、
小
中
学
校
の

児
童
生
徒
、
町
内
の
子
ど
も

会
、
近
隣
市
町
の
住
民
も
対

象
と
し
ま
す
。

公
園
全
体
と
し
て
の
利
用

建
設
課
長

質
問

建
設
課
長

質
問

期
限
は
一
年
中
を
。
宿
泊
施

設
は
小
中
学
校
の
夏
休
み
を

考
慮
し
、
７
月
か
ら
９
月
ま

で
を
考
え
て
い
ま
す
。

警
備
に
つ
い
て

は
、
猪
や
野
犬
も
そ
う
だ
が
、

人
里
離
れ
た
山
奥
な
の
で
、

人
的
な
傷
害
等
が
起
こ
る
こ

と
が
一
番
心
配
だ
が
。

７
月
か
ら
９

月
ま
で
は
、
常
時
警
備
員
１

名
を
配
置
し
ま
す
。
キ
ャ
ン

プ
や
宿
泊
利
用
が
あ
る
場
合

は
、
警
備
員
２
名
を
配
置
し

て
24
時
間
体
制
を
と
り
ま

す
。
そ
れ
以
外
の
期
間
や
夜

間
は
、
機
械
警
備
で
対
応
し

ま
す
。

建
設
課
長

質
問

毛
利
　
　
喬
議
員

3月末完成予定の大谷自然公園

児童・生徒の安全対策は

教育長―それぞれの学校ごとに調査、
対応している

子
を
持
つ
親
と
し

て
子
ど
も
た
ち
の
尊
い
命
を

落
と
す
卑
劣
な
犯
罪
が
連
続

し
て
起
き
て
い
ま
す
。
再
発

防
止
に
地
方
自
治
体
を
あ
げ

て
取
り
組
む
べ
き
で
す
。
小

中
の
登
下
校
時
の
実
態
と
安

全
対
策
は
。

質
問

各
学

校
に
お
い
て
通
学

路
を
巡
回
し
、
危

険
箇
所
の
再
確
認

を
行
い
、
登
校
時

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
に
先
生
方
が

立
っ
て
子
ど
も
た

ち
を
見
守
り
、
下

校
時
刻
に
は
校
長

を
は
じ
め
、
先
生

方
が
そ
の
場
所
を

重
点
に
巡
回
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
警
察
に
も
協
力
を

得
て
、
パ
ト
カ
ー
に
よ
る
巡

回
も
行
っ
て
い
ま
す
。

学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち

に
一
人
で
帰
ら
ず
、
必
ず
集

団
で
帰
る
よ
う
に
指
導
も
し

て
い
ま
す
。一

番
事
故
が
起

こ
っ
て
い
る
の
は
下
校
時
で

す
。
宮
田
町
は
見
回
り
隊
を

発
足
し
ま
し
た
。
官
民
一
体

と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
命

を
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

今
の
状
況
を
継

続
し
て
、
事
故
の
な
い
よ
う

に
安
全
確
保
に
全
力
を
尽
く

し
ま
す
。

教
育
長

質
問

教
育
長

新
第
４
次
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
１
年
間

待
っ
て
欲
し
い
と
い
う
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
が
、
行
政
の

空
白
を
生
み
ま
す
。
町
政
運

営
の
空
白
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

空
白
を
作
る
こ
と

は
好
ま
し
く
な
い
と
考
え
ま

す
が
、
今
回
の
新
し
い
計
画

は
、
本
町
が
打
っ
て
出
る
、

本
町
を
P
R
す
る
条
件
が
可

能
に
な
っ
て
来
て
い
ま
す
の

で
空
白
期
間
を
活
か
し
な
が

ら
町
づ
く
り
も
一
つ
の
方
法

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。 町

長
質
問

福
本
　
博
文
議
員

危険箇所の一つ（室木の縦貫道ガード下）

第
４
次
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
進
捗
状
況
は
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町長選不出馬を表明

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同
意

そ
　
の
　
他

人
権
擁
護
委
員
添
田
正
博
氏
の
任
期
が
平
成
18
年
３
月

31
日
付
で
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、
同
氏
の
再
推
薦
に
つ
い

て
意
見
を
求
め
ら
れ
、
議
会
は
推
薦
に
同
意
し
ま
し
た
。

次
の
３
件
に
つ
い
て
、
議
会
は
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

○
福
岡
県
自
治
振
興
組
合
を
組
織
す
る
市
町
村
数
の
増
減

○
福
岡
県
市
町
村
災
害
共
済
基
金
組
合
を
組
織
す
る
市
町
村
数

の
増
減

○
福
岡
県
中
間
市
外
２
ヶ
町
山
田
川
水
利
組
合
規
約
の
一
部
を

改
正
す
る
規
約
に
関
す
る
協
議

篠

町
長
は
、
12
月
定
例

会
３
日
目
の
冒
頭
、「
私
は

次
の
町
長
選
に
は
出
馬
を
し

な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

そ
の
理
由
は
、
私
の
体
調

不
調
、
健
康
上
の
問
題
で

す
。」
と
表
明
さ
れ
た
。

事
件
の
経
緯
及
び
結
果

平
成
12
年
11
月
17
日
、
福

岡
県
教
職
員
組
合
直
方
鞍
手

支
部
の
剣
南
小
分
会
が
、
組

合
員
加
入
勧
誘
を
目
的
と
す

る
オ
ル
グ
活
動
の
た
め
の
分

会
会
議
を
、
南
小
学
校
で
開

催
す
る
た
め
、
学
校
長
に
学

校
施
設
の
使
用
許
可
申
請
を

提
出
し
た
が
、
不
許
可
と
さ

れ
た
。

平
成
13
年
５
月
29
日
、
組

合
は
組
合
活
動
に
支
障
が
生

じ
た
と
し
て
、
損
害
賠
償
請

求
事
件
の
訴
状
が
、
鞍
手
町

を
被
告
と
し
て
、
福
岡
地
裁

に
提
出
さ
れ
た
。

平
成
14
年
６
月
25
日
の
一

審
判
決
で
は
、「
学
校
警
備

に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
で
本

件
不
許
可
処
分
が
裁
量
権
の

逸
脱
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」

と
の
鞍
手
町
勝
訴
の
判
決
が

出
る
。

平
成
16
年
１
月
20
日
の
二

審
で
は
逆
に
、「
校
長
が
組

合
に
対
し
警
備
上
の
問
題
点

を
具
体
的
に
説
明
し
な
い
で

学
校
施
設
の
使
用
を
不
許
可

と
す
る
、
本
件
不
許
可
処
分

は
裁
量
権
逸
脱
、
乱
用
し
た

と
し
て
、
違
法
と
言
わ
ざ
る

を
え
な
い
」
と
鞍
手
町
敗
訴

の
判
決
が
出
る
。

平
成
16
年
１
月
30
日
、
教

育
委
員
会
を
開
催
し
、
二
審

の
判
決
を
不
服
と
し
て
最
高

裁
に
上
告
す
る
こ
と
を
決
定

す
る
。

平
成
17
年
11
月
11
日
上
告

棄
却
の
判
決
が
出
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
今
12
月
定

例
会
で
損
害
賠
償
金
24
万
６

千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

今
後
、
学
校
施
設
の
使
用

に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会

規
則
と
し
て
管
理
規
定
の
整

備
を
行
い
ま
す
。

添田　正博 氏（70歳）
住所　古門850番地

3期目

福
教
組
損
害
賠
償
請
求
事
件

篠

彌
榮
氏
（
74
歳
）

初
当
選

平
成
６
年
４
月
17
日

当
選
回
数
　
　
３
回

篠　　彌榮　町長

行政報告
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第６回臨時会

第７回臨時会

町
職
員
の
給
与
減
額
案

減
額
案
を
否
決

再
提
出
さ
れ
て
可
決

今
回
の
人
事
院
勧
告
に

よ
り
、
一
般
職
の
職
員
の

給
与
表
を
４
月
に
遡
り

０
・
３
％
引
き
下
げ
、
配

偶
者
に
係
る
扶
養
手
当
に

つ
い
て
も
現
在
の
１
３
５

０
０
円
か
ら
１
３
０
０
０

円
に
５
０
０
円
引
き
下
げ

ま
す
。
ま
た
、
勤
勉
手
当

に
つ
い
て
は
逆
に
、
民
間

の
支
給
率
に
見
合
う
よ
う

に
０
・
０
５
カ
月
分
を
引

き
上
げ
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
職
員
年
間
収
入
は
、
平

均
で
１
０
０
０
円
程
度
の

減
収
と
な
り
ま
す
。

こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、

一
般
会
計
で
は
、
７
９
３

万
円
の
予
算
減
額
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

臨
時
会
が
平
成
17
年
11
月

28
日
に
開
催
さ
れ
、
人
事
院

勧
告
に
伴
う
一
般
職
の
職
員

の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の

改
正
議
案
を
審
議
し
ま
し

た
。審

議
の
結
果
、
当
町
職
員

の
給
与
水
準
が
県
下
83
自
治

体
中
77
番
目
の
位
置
に
あ
る

当
町
は
こ
れ
か
ら
厳
し
い
行
財
政
改
革
の
必
要
性
に
迫

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は
志
気
が
高
く
、
優
秀
な
職

員
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
当
町
の
職
員
給
与
は
、
ラ

ス
パ
イ
レ
ス
91
・
８
、
県
下
83
市
町
村
中
77
番
目
と
低
い

水
準
に
あ
り
、こ
れ
で
は
優
秀
な
職
員
の
確
保
も
難
し
く
、

住
民
福
祉
の
向
上
も
ま
ま
な
ら
な
い
。
以
上
の
理
由
か
ら

職
員
給
与
を
引
き
下
げ
る
議
案
に
反
対
す
る
。（

香
原
　
暹
）

こ
と
、
ま
た
職
員
労
働
組
合

と
の
労
使
間
協
議
が
合
意
に

至
っ
て
い
な
い
こ
と
を
主
な

理
由
と
し
て
、
反
対
10
人
、

賛
成
５
人
で
否
決
し
ま
し

た
。こ

れ
に
よ
り
、
町
長
は
条

例
改
正
に
伴
う
補
正
予
算
を

撤
回
し
ま
し
た
。

町
当
局
は
前
回
の
臨
時
会

で
指
摘
の
あ
っ
た
職
員
労
働

組
合
と
の
協
議
を
終
え
、
12

月
１
日
に
再
度
臨
時
会
を
開

催
し
、
同
議
案
を
再
提
出
し

ま
し
た
。

議
会
は
こ
の
議
案
を
審
議

の
結
果
、
賛
成
13
、
反
対
２

で
可
決
し
ま
し
た
。

○
補
正
予
算

す
べ
て
の
会
計
が
条
例
の

改
正
に
伴
う
も
の
で
あ
る
の

で
、
議
会
は
賛
成
13
、
反
対

２
で
可
決
し
ま
し
た
。

条
例
改
正
の
内
容

公
務
員
の
賃
下
げ
が
、
民
間
労
働
者
の
賃
金
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

当
町
の
職
員
の
給
与
は
、
他
の
自
治
体
に
比
べ
か
な
り

低
い
水
準
で
、
ま
た
毎
年
の
よ
う
に
賃
下
げ
が
続
き
、
苦

し
い
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
ま
す
。
職
員
の
暮
ら
し
、
健
康

を
守
る
こ
と
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
自

治
体
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
く
る
の
で
、
今
回
の
給
与
引

き
下
げ
に
反
対
し
ま
す
。

（
松
本
典
子
）

人
事
院
勧
告
は
、
公
務
員
の
ス
ト
権
を
与
え
な
い
代
わ

り
に
人
事
院
が
民
間
企
業
の
賃
金
、
物
価
指
数
等
を
勘
案

し
て
勧
告
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
が
公
務
員
の
給
与
形
態

を
確
保
す
る
も
の
で
、
民
間
企
業
と
の
格
差
を
是
正
す
る

唯
一
の
解
決
方
法
で
す
。

よ
っ
て
、
今
後
労
使
の
協
調
路
線
を
お
願
い
し
て
、
こ

の
条
例
改
正
に
賛
成
の
討
論
を
し
ま
す
。

（
日
高
直
幸
）

反
　
対
　
討
　
論

賛
　
成
　
討
　
論

反
　
対
　
討
　
論
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追　跡 どうなったあの質問

大
牟
田
リ
サ
イ
ク
ル
発
電

所
は
、
平
成
14
年
12
月
に
稼

動
し
、
平
成
16
年
に
処
理
委

託
料
を
約
50
％
大
幅
値
上
げ

を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

今
回
さ
ら
に
値
上
げ
案
を
提

出
し
ま
し
た
。

こ
の
値
上
げ
が
実
施
さ
れ

る
と
、
参
加
組
合
、
市
町
村

と
も
財
政
状
況
が
厳
し
い

中
、
か
な
り
の
負
担
と
な
り

ま
す
。

そ
こ
で
、
７
月
25
日
に
参

加
21
市
町
村
長
が
県
知
事
に

対
し
、
財
政
支
援
要
請
を
行

い
ま
し
た
。

12
月
２
日
に
は
、
参
加
組
合

（
９
組
合
）
の
組
合
議
会
議

員
１
２
０
名
が
大
牟
田
リ
サ

イ
ク
ル
発
電
（株）
、
電
源
開
発

（株）
、
福
岡
県
の
３
者
に
対
し

て
、
左
記
要
請
書
に
よ
り
、

「
処
理
委
託
料
」
値
上
げ
の

反
対
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

大
牟
田
リ
サ
イ
ク
ル
発
電
の

「
処
理
委
託
料
値
上
げ
」
反
対
行
動

大牟田リサイクル発電所

値
上
げ
に
反
対
す
る

要
請
書

１
、「
Ｒ
Ｄ
Ｆ
処
理
委
託
料

５
０
０
０
円
／
Ｒ
Ｄ
Ｆ
ト

ン
」
を
３
年
程
度
で
倍
額

改
定
す
る
の
は
容
認
で
き

な
い
。

２
、
Ｒ
Ｄ
Ｆ
搬
入
計
画
量
の

減
少
に
よ
る
増
額
改
定
は

容
認
で
き
な
い
。

３
、
未
完
成
な
プ
ラ
ン
ト
に

要
す
る
経
費
負
担
は
、
発

電
所
建
設
に
携
わ
っ
た
当

事
者
に
負
担
を
求
め
る
べ

き
で
あ
る
。な

ど
全
５
項
目

配食サービスの拡充を
配食サービスの拡充は、高齢者にとって日常生

活の質の向上と、充実した人生を送るために必要
な事業である。町老人保健福祉計画の中で、どの
ように取り組むのか。

（平成12年12月定例会）

実施検討協議会で検討中
実施に向け具体的なサービスの検討を実施検討

協議会で行っています。

「食の自立支援事業」として実施
平成16年8月から高齢者のみの世帯を対象に、

毎週火曜日と木曜日の夕食を、1食300円で配食し
ています。

ＲＤＦ型処理施設建設に疑問
ダイオキシン規制法や処理施設の老朽化などで

時間の制約はあるが、環境対策や町民負担軽減の
ため、十分な論議が必要ではないのか。

（平成12年12月定例会）

組合議会で承認し、地元も合意
平成10年3月、宮田町外三町施設組合定例議会

で承認されており、諸問題についても地元とほぼ
合意にいたっているので、現時点での建設中止は
難しい。

委託料値上げに反対
委託料値上げ案が浮上しており、住民に転嫁さ

せないため、県知事に対し財政支援を要請。

町長答弁

町長答弁

現在は

現在は
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発
行
責
任
者

議
　
長
　
柴
　
田
　
好
　
輝

編
集
ス
タ
ッ
フ

委
員
長
　
宇
田
川
　
　
　
亮

副
委
員
長

香
　
原
　
　
　
暹

委
　
員
　
松
　
本
　
典
　
子

委
　
員
　
岡
　

邦
　
博

委
　
員
　
織
　
田
　
三
千
雄

委
　
員
　
毛
　
利
　
　
　
喬

編 

集 

後 

記 

昨
年
は
、
福
岡
西
方
沖
地
震
に

始
ま
り
、
少
雨
や
猛
暑
か
と
思
え

ば
一
転
、
局
地
的
豪
雨
に
厳
し
い

冬
と
大
き
な
気
象
の
変
化
が
確
実

に
進
ん
で
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

鞍
手
町
は
50
年
の
節
目
を
経
て
、

新
た
な
一
ペ
ー
ジ
を
開
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
三
位
一
体
の
改

革
、
市
町
村
合
併
の
取
組
み
な
ど
、

こ
れ
か
ら
の
鞍
手
町
の
方
向
性
を

大
き
く
左
右
す
る
課
題
が
山
積
し

て
い
ま
す
。

今
後
、
鞍
手
町
が
自
信
と
誇
り

の
持
て
る
町
と
な
る
よ
う
に
議
会

と
し
て
も
町
民
の
皆
様
と
と
も
に

こ
れ
ら
の
課
題
に
取
り
組
み
、「
議

会
だ
よ
り
」
の
中
で
わ
か
り
や
す

く
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
本
年
も
昨
年
同
様
、
ご
愛

読
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

（
岡
　
　
邦
博
）

行
政
側
の
答
弁
は
し
っ
か
り
と

は
じ
め
て
傍
聴
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
毎
日
の
生
活
の
中
で
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、
私
自
身
が

知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
質
問
議
員
は
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
か
な
り
調
査
し
、
中
身
の
あ
る
も
の
と
し
て
提

案
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
答
弁
す
る
方
は
、
具
体
性
に
乏
し
く
、

先
回
り
の
傾
向
が
見
ら
れ
、
少
し
が
っ
か
り
し
ま
し
た
。
で
も
、
私

た
ち
の
生
活
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
た
め
に
、
先
ず
「
知
る
」
と

い
う
意
味
で
、
傍
聴
は
多
い
に
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
し
た
。

（
匿
名
希
望
　
女
性
）

議
会
を
傍
聴
し
て

ち
ょ
っ
と
一
言

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
か
ら
町
政
に
対
す
る
暖
か
い
ご
理
解

と
絶
大
な
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
現
在
当
町
に
お
い
て
は
、
政
府
が
推
し
進
め
る
三
位
一
体

の
改
革
、
ま
た
近
隣
町
村
と
の
合
併
の
破
綻
な
ど
に
よ
り
、
今
後
は

さ
ら
に
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

行
政
に
お
い
て
は
、
こ
の
厳
し
い
状
況
に
対
処
す
る
た
め
、
行
財
政

改
革
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。私

ど
も
議
会
と
し
ま
し
て

も
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
よ
り

豊
か
で
、
住
み
よ
い
町
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
、
さ
ら
に
創

意
工
夫
を
重
ね
、
行
政
と
一

体
と
な
っ
て
、
今
後
の
厳
し

い
財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
か
本

年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
町
民
皆
さ
ま

の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の

ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

写真を募集します

議会だよりの表紙写真を町民の皆さんか
ら募集します。

問い合せは、議会事務局へ

受付は、当日議会事務局で行います。

不明な点は、お尋ねください。

次回は３月議会です。

議会事務局　42-2111（内線331）

●議会を傍聴しませんか●

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

鞍
手
町
議
会
議
長

柴
　
田
　
好
　
輝


